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介
動
画
等
を
活
用
し
て
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
周
知
す
る
。
市
町
村
の
研
修
で

も
同
様
の
取
り
扱
い
を
働
き
か
け

る
。

九
州
北
部
豪
雨

災
害
か
ら
の
復

興
に
向
け
た
住

民
活
動
へ
の
支

援
に
つ
い
て
。

Ａ　

朝
倉
市
で
は
、
被
災
住
民
の
転

出
で
過
疎
・
高
齢
化
が
加
速
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
が
危
惧
さ

れ
る
地
域
が
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
を
目
指
し
、
一
昨
年
度
か

ら
、
住
民
の
交
流
を
促
進
す
る
取
り

組
み
に
助
成
を
し
て
き
た
。
東
峰
村

で
は
、
来
年
度
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
開
業
に
向

け
て
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
に
、
住
民
主
体
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
い
て
お
り
、
県
の
市
町

村
振
興
局
職
員
も
参
加
し
て
い
る
。

本
格
的
な
復
興
に
向
け
た
住
民
の
皆

さ
ま
の
主
体
的
な
活
動
を
、
市
町
村

と
力
を
合
わ
せ
支
援
す
る
。

県
立
高
校
に
お

け
る「
地
域
学
」

へ
の
取
り
組
み

を
活
発
に
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

を
教
育
長
に
尋
ね
る
。

Ａ　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

を
理
念
と
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
地
域
の
産
業
・
文
化
や
地

域
課
題
の
解
決
を
題
材
と
し
た
探
究

活
動
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
な
ど
、
地
域
資

源
を
い
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
今
後
、
表
彰
制
度
や
コ
ン

テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
協
働

活
動
を
含
む
学
習
の
成
果
等
を
評
価

し
、
各
高
校
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
、
地
域
と
の

連
携
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

30
年
間
で
４
年

制
大
学
の
学
費

は
約
30
万
円
増

加
し
、
値
上
げ

も
顕
著
で
あ
る
。
奨
学
金
の
返
還
の

負
担
も
大
き
い
。
本
県
の
20
代
の
県

外
流
出
、
物
価
高
騰
、
負
担
の
大
き

い
教
育
費
等
の
状
況
を
鑑
み
、
今
こ

そ
若
者
の
地
元
定
着
を
促
進
す
る
た

め
の
奨
学
金
返
還
支
援
の
取
り
組
み

を
開
始
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

都
道
府
県
と
地
元
産
業
界
が

連
携
し
た
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

は
、
産
業
界
と
若
者
双
方
の
理
解
が

必
要
で
、
制
度
実
施
に
は
課
題
が
多

い
。
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
創
出
な
ど

で
若
者
の
県
内
就
職
を
促
進
し
て

い
く
。

県
内
市
町
村
に

お
け
る
学
校
給

食
の
無
償
化
の

現
状
に
つ
い
て

伺
う
。
併
せ
て
格
差
が
生
じ
る
こ
と

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
教
育
長
に
尋
ね
る
。

Ａ　

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
小
中
学

生
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
の
う
ち
第

３
子
以
降
の
児
童
生
徒
へ
の
全
額
補

助
を
し
た
り
、
全
児
童
生
徒
へ
一
定

金
額
の
補
助
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

保
護
者
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
の
実
施
主

体
で
あ
る
各
市
町
村
が
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
保
護
者
に
対
し
て
の
支

援
の
必
要
性
や
方
法
な
ど
を
判
断
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

県
立
少
年
自
然

の
家
「
玄
海
の

家
」
の
今
後
に

つ
い
て
、
教
育

長
に
尋
ね
る
。

Ａ　
「
玄
海
の
家
」
は
、
海
洋
カ
ヌ

ー
や
地
引
き
網
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い

る
。
宗
像
市
等
と
連
携
し
、
海
の
環

境
問
題
等
に
つ
い
て
学
ぶ
「
む
な
か

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
室
」
も
実
施
し
て
い

る
。
体
験
活
動
は
人
づ
く
り
の
原
点

で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
自
立
心
等
が
育
ま
れ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
状
況
で
リ
ア
ル
な
体

験
の
重
要
性
は
増
し
て
お
り
、「
玄

海
の
家
」
は
、
今
後
も
必
要
と
さ
れ

る
自
然
体
験
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
。

飲
食
店
で
の
無

断
キ
ャ
ン
セ
ル

は
重
大
な
社
会

問
題
。
経
済
的

損
失
、
食
品
ロ
ス
も
発
生
す
る
。
無

断
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
食
品
ロ
ス
発

生
を
防
ぐ
に
は
、
広
く
県
民
に
働
き

か
け
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
観
点
か
ら
も
、
早
期

に
連
絡
す
る
こ
と
を
消
費
者
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
年
末
年

始
を
控
え
て
飲
食
店
の
利
用
機
会
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
食
品
ロ
ス
削
減

の
啓
発
に
合
わ
せ
、
早
期
の
連
絡
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
県
広
報
媒
体
で
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
飲
食
店
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
予
約
サ
イ
ト
で
の
同
様
の

掲
載
を
業
界
団
体
に
働
き
か
け
て
い

く
。

小
中
学
生
が

「
世
界
を
感
じ

る
体
験
活
動
」

を
行
う
意
義

と
、
自
国
の
歴
史
等
を
ど
う
学
ん
で

い
る
の
か
、
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

外
国
人
と
の
交
流
体
験
は
、
文

化
の
多
様
性
を
実
感
し
、
自
国
の
文

化
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
と
い
っ
た

効
果
が
あ
り
、
将
来
の
進
路
を
世
界

に
向
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
異

文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
は
日
本
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
培

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
社
会
科
を

中
心
に
、
先
人
の
業
績
等
を
学
ん
で

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す

る
人
財
を
育
成
す
る
た
め
、
国
際
交

流
の
機
会
充
実
と
と
も
に
、
わ
が
国

の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
等
を
身
に
付

け
る
教
育
に
取
り
組
む
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
で
近
隣
市
町

村
と
連
携
し
て

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
へ
の
知
事

の
所
見
を
問
う
。

Ａ　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
来

県
者
に
本
県
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
、
滞
在
期
間
を
延
ば
す
こ
と
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
観
光
振
興
に
有
効

で
あ
る
。
来
年
の
「
ツ
ー
ル
・
ド
・

九
州
２
０
２
３
」
で
は
、
レ
ー
ス
観

戦
と
県
内
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
組

み
込
ん
だ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
国
内
外

の
旅
行
会
社
に
紹
介
し
、
旅
行
商
品

の
造
成
を
促
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
は
、
観
戦
者
と
住

民
の
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
地
域
の
活
性
化
に
も
資
す
る
と
考

え
て
い
る
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
引
退
後
の
若

者
の
中
小
企
業

へ
の
就
職
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

県
内
企
業
へ
就
職
を
希
望
す
る

選
手
に
は
、
県
の
若
者
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
。

き
め
細
か
な
個
別
相
談
や
面
接
対
策

セ
ミ
ナ
ー
、県
内
求
人
紹
介
の
ほ
か
、

就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
も

行
っ
て
い
る
。
合
同
会
社
説
明
会
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
県
内
企
業
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
座
談
会
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
支
援
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
を

通
じ
て
選
手
に
周
知
を
図
る
。
引
退

し
た
方
に
は
、
経
験
を
踏
ま
え
た
就

職
支
援
を
行
い
、
県
内
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
。放

課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
の
昼
食

提
供
の
支
援
に

つ
い
て
、
知
事

に
問
う
。

Ａ　

子
ど
も
の
弁
当
を
用
意
し
持
参

さ
せ
る
こ
と
は
、
保
護
者
の
負
担
が

増
し
、
暑
い
時
期
に
は
食
中
毒
の
危

険
が
あ
る
。
昼
食
提
供
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
解
消
に
資
す
る
。
一
方
で
、

発
注
に
伴
う
放
課
後
児
童
支
援
員
の

負
担
も
増
す
が
、
支
援
員
を
介
さ
ず

に
、
保
護
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
直
接
注
文
で
き
る
ア
プ
リ
を
提
供

し
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
主
体
で

あ
る
市
町
村
が
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
て
検
討
で
き
る
よ
う
、
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
や
課
題
、
先
行
事
例
等
を
紹

介
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
相
談

に
、
１
人
１
台

端
末
を
有
効
に

活
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
、教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

悩
み
を
持
つ
生
徒
が
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
教
育
相
談
窓
口
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
す
る
こ
と
が
重
要
。
県
立
学

校
に
配
備
す
る
１
人
１
台
端
末
を
、

電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
相
談
窓
口
一
覧

を
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
画
面
に

表
示
し
た
り
、
相
談
メ
ー
ル
を
送
れ

る
よ
う
に
し
た
り
し
て
、
相
談
窓
口

の
周
知
や
相
談
機
能
の
充
実
に
活
用

す
る
。
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し

て
も
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た

教
育
相
談
体
制
の
好
事
例
を
周
知
し

て
い
く
。

高
齢
透
析
患
者

の
介
護
施
設
入

所
の
た
め
の
環

境
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　

県
透
析
医
会
の
調
査
で
、
医
療

面
や
介
護
面
で
の
不
安
と
い
っ
た
課

題
か
ら
、
介
護
施
設
へ
の
透
析
患
者

受
け
入
れ
が
進
ん
で
い
な
い
実
態
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
だ
が
、
受
け
入

れ
た
施
設
か
ら
は
、
課
題
は
予
想
よ

り
少
な
か
っ
た
と
の
回
答
が
最
も
多

く
、
施
設
側
の
知
識
や
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
。
介
護
施
設
団
体
の

研
修
会
等
で
、
県
透
析
医
会
や
県
腎

臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
が
透
析
医
療

の
実
態
を
説
明
す
る
機
会
を
調
整
す

る
な
ど
し
て
、
医
療
と
介
護
の
連
携

を
促
し
、
受
け
入
れ
が
進
む
よ
う
努

め
る
。

子
ど
も
の
視
力

が
年
々
悪
化
す

る
中
、「
眼
鏡

に
補
助
制
度
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
子
育

て
世
帯
の
切
実
な
声
が
あ
る
。「
教

室
の
最
前
列
で
も
黒
板
の
文
字
が
見

え
に
く
い
」
裸
眼
視
力
０
・
３
未
満

で
、
眼
鏡
等
の
矯
正
を
し
て
い
な
い

児
童
生
徒
の
割
合
と
眼
鏡
を
就
学
援

助
の
対
象
と
し
県
の
補
助
制
度
を
つ

く
る
こ
と
に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解

を
問
う
。

Ａ　

学
校
保
健
統
計
調
査
で
は
、
小

学
生
５
・
７
％
、
中
学
生
10
・
４
％

で
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
就

学
援
助
に
つ
い
て
は
、
実
施
主
体
で

あ
る
各
市
町
村
が
ど
の
よ
う
な
援
助

が
必
要
か
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
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（宗像市）

西尾 耕治
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山本 耕一
（北九州市若松区）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

後藤 香織
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友
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安部 弘彦
（遠賀郡）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

新開 昌彦
（福岡市早良区）
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